
世
界
文
学
と
「
地
方
」

―
野
口
米
次
郎
と
シ
カ
ゴ
の
詩
雑
誌
『
ポ
エ
ト
リ
』

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

堀

ま
ど
か
（1）

片
山
廣
子
の
新
体
詩
「
あ
か
き
貝
」
に
つ
い
て

―
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
『
シ
ン
グ
・
ソ
ン
グ
童
謡
集
』
と
の
関
わ
り

―

･
･

永
井

泉
（18）

『
太
平
記
』
引
用
説
話
の
典
拠
と
文
脈

―
英
訳
『
太
平
記
』
の
注
記
を
端
緒
と
し
て

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

大
坪

亮
介

（32）

和
歌
と
漢
詩―

平
安
朝
に
お
け
る
実
例
を
め
ぐ
っ
て

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

山
本

真
由
子

（44）

芥
川
龍
之
介
か
ら
堀
辰
雄
へ

―
『
玉
書
』
の
受
容
か
ら
見
る
東
西
意
識

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

劉

娟

左
(31)

芥
川
龍
之
介
「
秋
山
図
」
な
ど

―
世
界
文
学
と
し
て
の
芥
川
作
品

―
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

奥
野

久
美
子

左
(18)

『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
の
類
話
に
お
け
る
英
雄
像
比
較

―
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
、
百
合
若
大
臣
、
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ぺ

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

高
島

葉
子

左
(1)

あ
と
が
き

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

（
ⅰ
）

二
〇
一
八
年
度
「
文
学
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
成
果
報
告
書


ম
ધ
৾
॑
਼
ੀ
ધ
৾
ध
ख
थ
ഭ
ि

大阪市立大学大学院文学研究科 都市文化研究センター



Reading Japanese Literature as World Literature

World Literature and the Local: Yone Noguchi and Poetry - a Chicago Journal of Verse

HORI Madoka………… 1

An Analysis of the poem "A Red Shell(Akaki-kai)" by Hiroko Karayama:

The Influence of Sing-Song:A Nursery Rhyme Book by Christina Rossetti

NAGAI Izumi ………… 18

Issues on the Sources and Contexts of the Stories quoted in Taiheiki:

Considering McCullough's Notes as a Clue

ŌTSUBO Ryōsuke………… 32

Waka and Sinitic Poetry: Examples in the Heian Period

YAMAMOTO Mayuko………… 44

From Ryūnosuke Akutagawa to Tatsuo Hori:

The Orient and the Occident in their Interpretation of Le Livre de Jade

LIU JUAN ………… left 31

"Autumn Mountains(Shūzan-zu)" by Ryūnosuke Akutagawa:

Akutagawa's Works as World Literature

OKUNO Kumiko………… left 18

Odysseus, Yuriwaka-daijin, and Poyyaunpe:

A Comparative Study of the Heroic Tales in Ancient Greece, Japan, and Ainu

TAKASHIMA Yōko………… left 1

Urban-Culture Research Center,
Graduate School of Literature and Human Sciences,

Osaka City University
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片

山
廣

子
の

新
体

詩
「

あ
か

き
貝

」
に

つ
い

て
 

 
 

 
 

 
 

 
ク

リ
ス

テ
ィ

ー
ナ

・
ロ

セ
ッ

テ
ィ

『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』

と
の

関
わ

り
 

 

永
井

 
泉

 

 
 

 
 

 
 

 （
要

約
）

片
山

廣
子

の
新

体
詩

「
あ

か
き

貝
」

（
明

治
三

三
年

）
に

は
、

ク
リ

ス
テ

ィ
ー

ナ
・

ロ
セ

ッ
テ

ィ
『

シ
ン

グ
・

ソ
ン

グ
童

謡

集
』

の
一

篇
と

の
共

通
性

が
み

ら
れ

る
こ

と
に

注
目

し
、

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

作
品

と
比

較
し

つ
つ

、
同

時
代

詩
人

の
作

品
と

の
関

係
も

検

討
し

た
。

廣
子

の
作

品
は

、
ロ

マ
ン

主
義

的
子

ど
も

観
の

影
響

を
受

け
な

が
ら

、
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
童

謡
の

表
現

ス
タ

イ
ル

や
題

材
を

取

り
入

れ
て

創
作

さ
れ

た
新

し
い

試
み

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 は
じ

め
に

 

 

片
山

廣
子
（

明
治

一
一

年
�

昭
和

三
二

年
 
一

八
七

八
�

一
九

五

七
）

は
、

佐
佐

木
信

綱
に

師
事

し
、

短
歌

結
社

『
心

の
花

』
（

竹

柏
会

）
に

所
属

し
た

歌
人

で
、

か
つ

「
松

村
み

ね
子

」
の

筆
名

を

も
つ

翻
訳

家
で

も
あ

り
、

イ
エ

イ
ツ

や
シ

ン
グ

な
ど

ア
イ

ル
ラ

ン

ド
文

芸
復

興
期

の
作

品
を

中
心

に
翻

訳
を

発
表

し
た

こ
と

で
知

ら

れ
る

。
そ

の
他

に
、

小
説

や
随

筆
、

童
話

や
詩

も
創

作
し

た
。

十

歳
よ

り
七

年
間

、
カ

ナ
ダ

・
メ

ソ
ジ

ス
ト

教
会

の
女

性
宣

教
師

創

設
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ス

ク
ー

ル
で

寄
宿

舎
生

活
を

送
り

、
キ

リ
ス

ト

教
や

聖
書

に
関

す
る

深
い

教
養

を
持

っ
て

い
た

こ
と

が
作

品
か

ら

も
窺

え
る

。
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こ
の

よ
う

な
廣

子
の

短
歌

に
、

英
国

ヴ
ィ

ク
ト

リ
ア

朝
の

詩
人

ク
リ

ス
テ

ィ
ー

ナ
・

ロ
セ

ッ
テ

ィ
（

C
h

ristin
a

 G
e

o
rg

in
a

 R
o

s
se

tti
 

一
八

三
〇

�
一

八
九

四
）
の

物
語

詩
「

ゴ
ブ

リ
ン

・
マ

ー
ケ

ッ
ト

」

に
詩

想
を

得
た

と
考

え
ら

れ
る

作
品

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

筆
者

は

廣
子

の
ロ

セ
ッ

テ
ィ

受
容

に
着

目
し

て
き

た
。

ロ
セ

ッ
テ

ィ
は

イ

ン
グ

ラ
ン

ド
教

会
の

敬
虔

な
信

徒
で

あ
り

、
聖

書
や

信
仰

を
主

題

に
し

た
作

品
も

多
い

。
他

方
、

廣
子

は
生

涯
ク

リ
ス

チ
ャ

ン
に

は

な
ら

な
か

っ
た

が
、

「
お

そ
ら

く
私

の
体

臭
の

一
部

分
と

も
な

つ

て
ゐ

る
だ

ら
う

1」
と

自
ら

述
べ

る
ほ

ど
、
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ス
ク

ー
ル

在
学

時
に

聖
書

を
教

え
ら

れ
、

英
文

学
に

も
親

し
ん

だ
廣

子
に

、

同
じ

女
性

詩
人

で
あ

る
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
作

品
は

示
唆

を
与

え
た

可

能
性

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

本
稿

で
は

、
廣

子
の

新
体

詩
に

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』

（
一

八
七

二
年

）
の

一
篇

と
の

共
通

性
が

み
ら

れ

る
も

の
が

あ
る

こ
と

に
注

目
し

、
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
作

品
と

比
較

し

つ
つ

、
同

時
代

詩
人

の
作

品
と

の
関

係
も

検
討

し
、

廣
子

が
こ

の

一
篇

の
散

文
詩

に
表

現
し

た
内

容
や

そ
の

背
景

を
解

釈
し

た
い

。
 

 （
一

）
 

廣
子

の
新

体
詩

と
ロ

セ
ッ

テ
ィ

童
謡

集
 

  
新

体
詩

と
は

、
明

治
期

に
創

作
さ

れ
た

七
五

調
、

五
七

調
の

文

語
定

型
詩

で
あ

る
。
近

年
『

佐
佐

木
信

綱
研

究
』
誌

に
掲
載

さ
れ

、

片
山

廣
子

の
新

体
詩

に
も
触

れ
ら

れ
た
座
談

会
「

新
体

詩
と

は
何

か
」

に
お

い
て

、
勝
原
晴
希

は
、

 
 明

治
十

五
年

の
『

新
体

詩
抄

』
か

ら
明

治
三

十
五

年
の

『
若

菜
集

』
ま

で
が

、
後

の
時

代
か

ら
整
理

し
た

新
体

詩
の

時
代

。

同
時

代
的

に
は

明
治

四
十

五
年
ま

で
の

三
十

年
間

が
新

体
詩

の
時

代
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
2。

 
 と

述
べ

て
い

る
。

 

廣
子

の
新

体
詩

と
し

て
現

在
ま

で
に
確
認

さ
れ

て
い

る
も

の
は

以
下

の
四

篇
で

あ
り

、
そ

れ
ら

も
こ

こ
で
提

示
さ

れ
て

い
る

時
代

に
発

表
さ

れ
て

い
る

。
い
ず

れ
も

『
心

の
花

』
に

掲
載

さ
れ

た
。

 
 「
川

に
の
ぞ

み
て

」
「

あ
か

き
貝

」
（

明
治

三
三

年
八
月

）
 

 

「
星

」
「
鶴

」
 

 
 

 
 

 
 

 
（

明
治

三
三

年
九
月

）
 

 
 

 
初

め
て

廣
子

が
新

体
詩

を
発

表
し

た
明

治
三

十
三

年
の
六
月

に

長
男

が
生
ま

れ
て

お
り

、
こ

の
年

に
廣

子
は

短
歌

を
発

表
し

て
い

な
い

。
そ

の
頃

の
状
況

に
つ

い
て
後

に
、

「
妻

と
し

て
、
母

と
し

て
、

歌
よ

み
と

し
て

そ
の

自
己

を
確
立

し
て

い
く

た
め

に
た

い
へ

ん
悩

ん
だ

時
期

で
あ

っ
た

3」
と
達
吉

の
妻

和
子

に
語

っ
た

と
い

う
。

さ
ら

に
、
当

時
は

女
性

に
よ

る
新

体
詩

が
少

な
か

っ
た

こ
と

も
考

え
る

と
、

廣
子

の
新

体
詩

は
そ

の
数

は
少

な
い

が
、

創
作

の

方
向

性
を
模
索

す
る

新
た

な
試

み
で

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。
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ク
リ

ス
テ

ィ
ー

ナ
・

ロ
セ

ッ
テ

ィ
は

、
イ

ン
グ

ラ
ン

ド
教

会
の

敬
虔

な
信

徒
で

あ
り

、
信

仰
心

や
神

の
国

、
死

を
テ

ー
マ

に
し

た

詩
も

多
い

が
、
後

年
は

詩
の

ほ
か

に
宗

教
的

な
散

文
も
出
版

し
て

い
る

。
子

ど
も

を
対
象

と
し

た
作

品
に

は
『

シ
ン

グ
・

ソ
ン

グ
童

謡
集

』
の

他
、

ル
イ

ス
・

キ
ャ

ロ
ル

『
不
思
議

の
国

の
ア

リ
ス

』

（
A

lic
e

`s
 A

d
v

e
n

tu
re

s
 in

 W
o

n
d

e
rla

n
d

. 
1

8
6

5
) の

影
響

を
受

け

た
と

い
わ

れ
る

作
品

S
p

e
a

k
in

g
 L

ik
e

n
e

s
s

. 
(1

8
7

4）
な

ど
が

あ
る

。
 

『
シ

ン
グ
・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』
（

S
in

g
-S

o
n

g
. A

 N
u

rs
e

ry
 R

h
y

m
e

 

B
o

o
k

.）
は

、
一

八
七

二
年

に
ロ

ン
ド

ン
で
刊
行

さ
れ

た
。
一

二
〇

編
の

詩
か

ら
成

り
、
各

作
品

に
タ

イ
ト

ル
は

な
い

が
、

す
べ

て
の

詩
に

ア
ー
サ

ー
・
ヒ
ュ

ー
ズ

に
よ

る
挿
絵

が
付

い
て

い
る

。
こ

の

童
謡

集
に

関
す

る
先
行

研
究

4や
、
原

稿
を

所
蔵

す
る
大

英
図

書
館

が
公
開

し
て

い
る

解
説

5を
参
照

し
つ

つ
、
詩

が
扱

っ
て

い
る

主
題

を
整
理

す
る

と
、
以
下

の
七
項

に
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 
①

 母
子

関
係

 

②
 乳
児

の
死

と
弔

い
 

③
 自
然

の
情

景
 

④
 社

会
的
弱

者
や

小
動

物
へ

の
思

い
や

り
 

⑤
 他

者
へ

の
施

し
、

分
か
ち
合

い
 

⑥
 な
ぞ

な
ぞ

や
ユ

ー
モ

ア
 

⑦
 数

や
文
字
等

に
関

す
る

教
育

的
な

も
の

 

ま
た

、
③

の
自
然

を
テ

ー
マ

に
し

た
作

品
に

関
し

て
は

、
自
然

に
神

の
真
理

を
見

る
思

想
が

そ
の

背
景

に
あ

る
と

い
わ

れ
6、

あ
る

い
は
④

や
⑤

に
関

し
て

は
、
当

時
の
階
級

や
ジ
ェ

ン
ダ

ー
間

の
不

平
等

性
に

着
目

し
た

作
品

も
あ

る
と

み
ら

れ
て

い
る

7。
 

 （
二

）
明

治
期

に
お

け
る

『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』

の
受

容
 

  
次

に
、

「
シ

ン
グ

ソ
ン

グ
」

が
明

治
の
日

本
文

学
で

ど
の

よ
う

に
受

容
さ

れ
て

い
る

の
か

を
扱

っ
た
先
行

研
究

を
挙
げ

る
。

 

 
ま
ず

、
薄
田
泣
菫

の
「

子
守
唄

」
に

つ
い

て
は

、
自

ら
が

 
 子
守
唄

は
、

明
治

四
十

一
年
頃

の
作

で
す

。
ク

リ
ス

チ
ナ

・

ロ
ゼ

チ
の
『

し
ん
ぐ

・
さ

ん
ぐ

』
を
読

ん
で

、
こ

ん
な

の
を

作

つ
て

み
た

ら
と
思

つ
て

試
み

た
も

の
で

す
そ

の
當

時
は
ま

だ

昨
今
大
流
行

の
童

謡
と

い
ふ
言
葉

は
な

か
つ

た
や

う
で

す
8 

 と
述

べ
て

い
る

こ
と

も
あ

り
、

ロ
セ

ッ
テ

ィ
作

品
と

の
関
連

が
研

究
さ

れ
て

い
る

。
泣
菫

が
「

子
守
唄

」
と

述
べ

る
子

ど
も

を
対
象

と
し

た
詩

は
、

『
お
伽
噺

と
お
伽
唄

』
（
大
正
六

年
）

に
ま

と
め

ら
れ

、
後

に
『
泣
菫

詩
集

』
（
大
正

一
四

年
）

、
『
薄
田
泣
菫
全

集
』

（
昭

和
一

四
年

）
に

も
収
載

さ
れ

た
三
六

篇
の

他
、
畑

中
圭

一
は

、
雑

誌
や

新
聞

に
掲
載

さ
れ

て
詩

集
に

は
収

め
ら

れ
な

か
っ

た
同
類

の
作

品
が

約
二

十
篇

あ
る

こ
と

を
確
認

し
、

こ
の

う
ち

、
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『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』

の
翻
案

・
翻

訳
、

あ
る

い
は

主
題

等
の
借
用

は
十

篇
あ

る
と
指
摘

す
る

9。
以
下

に
、
畑

中
が

そ
こ

で

挙
げ

て
い

る
泣
菫

の
詩

の
一

部
と

、
そ

の
元

と
考

え
ら

れ
て

い
る

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

詩
の

訳
（
安
藤
幸
江

に
よ

る
）

を
引
用

す
る

。
 

 ①
 ロ

セ
ッ

テ
ィ

作
品

の
翻

訳
ま

た
は

翻
案

と
考

え
ら

れ
る

も
の

 

 星
と

花
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

星
が
空

か
ら
落
ち

て
來

て
、
／

花
が

代
わ

り
に
撒

か
れ

た
ら

、
 

 

空
は

や
つ
ぱ

り
光

ら
う

し
、
／
野
路

も
き

つ
と

明
る

か
ろ

。
 

 
 

天
の
使

が
お

り
て
來

て
、
／
星

は
殘

ら
ず

取
り
去
ろ

が
、
／

 
 

 

み
空

の
花

を
拾
ふ

に
は

、
／

あ
あ
羽

は
な

し
、
＊

し
よ

ん
が

 
 

 

い
な

。
 

〔
＊
引
用

者
注
『
薄
田
泣
菫
全

集
』
で

は
、「

な
ん

と
せ

う
」
〕
 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
詩

 
（
安
藤
幸
江

訳
）

 

ほ
し

が
 

そ
ら

か
ら

 
お
ち

て
き

て
／

は
な

が
 

ほ
し

に
 

か
わ

っ
て

も
／

そ
ら

は
 

や
は

り
 

と
て

も
 

き
れ

い
／

そ

し
て

 
じ

め
ん

も
 

き
れ

い
／
／

 

は
ね

の
あ

る
 

て
ん

し
た
ち

な
ら

 
お

り
て

き
て
／

ほ
し

を
 

と
る

こ
と

も
 

で
き

る
で

し
ょ

う
／

で
も

 
く

も
が

 
さ

え

ぎ
る

の
で
／
わ

た
し

た
ち

は
 

は
な

が
 

ほ
し

い
と

 
お

も

う
だ

け
1

0 

 

②
 モ

チ
ー
フ

の
借
用

 

 三
羽
雀

 

わ
た

し
の
裏

の
梅

の
木

に
／
雀

が
三
羽

と
ま

つ
て

、
／

一
羽

の
雀

の
い
ふ

こ
と

に
／

「
う
ち

の
子
供

の
い

た
ず

ら
な

、
／

 

わ
た

し
の
留
守

を
よ

い
こ

と
に
／
卵

は
盗
む
巣

は
こ

は
す

、

／
な

ん
ぼ
鳥

で
も

生
の

子
の
／

い
と

し
可
愛

は
あ

る
も

の

を
。

」
 

 
 

 
 

（
以
下

、
二
連

お
よ
び

三
連

は
省
略

）
 

 

 
 

 
 

 
原

詩
 

 

か
な

し
い

 
べ

に
ひ
わ

の
い

う
こ

と
を

 
き

い
て
ご

ら
ん
／

「
ち

い
さ

く
て

 
あ

た
た

か
い

す
を

 
つ

く
っ

た
の
／

で
も

 

ひ
ど

い
お

と
こ

の
こ

ら
が

 
や

っ
て

き
て
／

な
つ

の
い

え
を

 

お
そ

っ
た

の
／
／

「
き
ち

ん
と

な
ら

ん
だ

 
た
ま
ご

を
 

つ

ぶ
し

た
の
／

だ
か

ら
 

い
ま

 
つ
ば

さ
を

た
れ

て
／

こ
わ

れ

た
あ

と
を

 
じ

っ
と

み
て

い
る
／

も
う

お
そ

く
て

 
つ

く
れ

な
い

 
か

な
し

く
て

 
う

た
え

な
い
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ま
た

、
島
崎
藤

村
『
若
菜

集
』

（
明

治
三

十
五

年
）

に
も

『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』

と
の

関
わ

り
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と

い
う
指
摘

が
あ

る
。

関
栄

一
は

、
『
若
菜

集
』
収
載

の
「
秋
風

の

歌
」

の
最
終
連

、
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

あ
ゝ

う
ら

さ
び

し
天
地

あ
め

つ
ち

の
／
壺 つ

ぼ

の
中 う

ち

な
る
秋

の
日

や
／

 
 

落
葉

と
共

に
瓢 ひ
る

が
へ

る
／
風

の
行 ゆ

く

衛
ゑ

を
誰 た

れ

か
知

る
 

 に
つ

い
て

、
「
〔
最
終
連

の
最
後

の
〕

二
行

は
、
Ｄ

・
Ｇ

・
ロ

セ

ッ
テ

ィ
の
妹

で
や

は
り

詩
人

の
ク

リ
ス

チ
イ

ナ
・

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

詩
「
風

」
の

詩
想

に
通

じ
る

。
」

と
述

べ
、

「
風

」
の
原

詩
と

訳

詩
を

掲
げ

て
い

る
。

 

 

W
h

o
 h

a
s

 s
e

e
n

 th
e

 w
in

d
?

 / n
e

ith
e

r y
o

u
 n

o
r I: / B

u
t w

h
e

n
 

th
e

 tre
e

s
 b

o
w

 d
o

w
n

 th
e

ir h
e

a
d

s
 / T

h
e

 w
in

d
 is p

a
ssin

g
 b

y
. 

 
 

 
誰

が
風

を
見
ま

し
た

か
？
／

あ
な

た
も

私
も
見

や
し

な
い
／

し
か

し
木
々

が
頭

を
さ
げ

る
と

き
／
風

が
す
ぎ

さ
っ

て
ゆ

く

の
で

す
 

  
 

 
 

W
h

o
 h

a
s se

e
n

 th
e

 w
in

d
?

 / n
e

ith
e

r I n
o

r y
o

u
: / B
u

t w
h

e
n

 

th
e

 le
a

ve
s h

a
n

g
 tre

m
b

lin
g

 / T
h

e
 w

in
d

 is
 p

a
ssin

g
 th

r
o

u
g

h
 

 
 
風

が
／
誰

が
風

を
見
ま

し
た

か
？
／

私
も

あ
な

た
も
見

や
し

な
い
／

し
か

し
木

の
葉

が
ゆ

れ
る

と
き
／
風

が
と

お
り

す
ぎ

て
ゆ

く
の

で
す

お
1

1 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
目

に
は
見

え
な

い
「
風

」
の
存

在
を

木
の
葉

の
動

き
に
重

ね
て

み
て

い
る
点

、
そ

し
て
過
ぎ
去

っ
た
後

ど
こ

に
行

く
の

か
わ

か
ら

な
い

、
風

の
あ

て
ど

な
さ

を
歌

っ
て

い
る
点

に
、
両

者
の

作
品

の

共
通

性
を

と
ら

え
て

い
る

と
い

え
よ

う
。

 
 

 
 

 
ロ

セ
ッ

テ
ィ

『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

』
が

明
治

期
の

詩
人

の
作

品

に
与

え
た

影
響

に
関

し
て

は
こ

の
よ

う
な
指
摘

が
な

さ
れ

て
い

る

こ
と

を
踏
ま

え
、
続

い
て

廣
子

の
作

品
を

み
て

み
た

い
。

 

 （
三

）
廣

子
の

新
体

詩
「

あ
か

き
貝

」
 

  
廣

子
の

散
文

詩
の

う
ち

、
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
童

謡
集

か
ら

の
影

響

を
検

討
し

た
い

作
品

は
、
以
下

の
「

あ
か

き
貝

」
で

あ
る

。
 

 あ
か

き
貝
（
『

こ
こ
ろ

の
華

』
第

三
巻
第

八
号

 
明

治
三

十
三

年
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
人

の
子
等

は
 

 
か

く
の
ご

と
く

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
私

な
き

 
 

 
 

も
の

な
り

し
を
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春

の
海

の
 

 
 
聲

し
づ

か
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
よ

す
る
波

の
 

 
波

の
き

は
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
我

の
ひ

と
り

 
 
歩

み
來

れ
ば

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
五

つ
六

つ
の

 
 

う
つ

く
し

き
子

 
 

 
 

 

 
 

 
そ

の
め

の
と
ゝ

 
砂

の
上

に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
う

つ
む

き
つ
ゝ

 
貝

を
拾
ふ

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
や

が
て
彼
等

 
 

あ
か

き
貝

を
 

 
 

 
 

 

 
 

 
三

つ
拾
ひ
ぬ

 
 

二
つ

三
つ

と
 

 
 

 
 

 

 
 

 
そ

を
数
へ

て
 

 
其

子
い
ひ
ぬ

 

  
 

 
こ

の
一

つ
は

 
 
母

の
君

に
 

 
 

 
こ

の
一

つ
は

 
 
姉

の
君

に
 

 
 

 
こ

の
一

つ
は

 
 
兄

の
君

に
 

 
 

 
 さ

れ
ば
我

の
 

 
一

つ
足

ら
ず

 

 
 

 
い

か
に

う
ば

よ
 

な
ほ

さ
が

し
て

 

 
 

 
か

く
て
彼
等

 
 
尚

さ
が

し
ぬ

 

  
 

 
さ

れ
ど

貝
の

 
 

あ
か

き
貝

の
 

 
 

 
見

え
ず

あ
れ
ば

 
悲

し
げ

に
も

 

 
 

 
か

の
子

は
尚

 
 
尚

さ
が

し
ぬ

 

 

そ
こ

に
め

の
と

 
あ

か
き

貝
を

 

一
つ
獲

た
り

 
 

か
の

子
は

 

見
た

り
し

時
 

 
舞
ひ

を
ど

り
ぬ

 

  
こ

の
詩

は
、

語
り
手

が
海
辺

で
出

会
っ

た
子

ど
も

の
様

子
を

歌

っ
て

お
り

、
家
族

の
た

め
に

貝
を
拾

い
つ

つ
、

さ
ら

に
見

知
ら
ぬ

人
で

あ
る

語
り
手

に
も
探

し
て

あ
げ

よ
う

と
苦

心
し

、
や

っ
と
見

つ
け

て
喜
ぶ
姿

に
、

語
り
手

は
そ

の
子

の
私
欲

な
き
美

し
い

心
情

を
み

る
、

と
解

釈
で

き
る

。
 

 
こ

の
作

品
と

関
係

が
あ

る
と
思
わ

れ
る

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

作
品

お

よ
び

そ
の

訳
を
挙
げ

る
。

 

 

M
o

th
e

r s
h

a
k

e
 th

e
 c

h
e

rry-tre
e

, / S
u

sa
n

 c
a

tch
 a

 ch
e

rr
y;/ 

 
 

O
h

 
h

o
w

 
fu

n
n

y 
th

a
t 

w
ill 

b
e

, 
/ 

L
e

t's
 

b
e

 
m

e
rry

! 
/ 

O
n

e
 

fo
r 

 
 

 
 

 

b
ro

th
e

r, 
o

n
e

 
fo

r 
siste

r, 
/ 

T
w

o
 

fo
r 

m
o

th
e

r 
m

o
re

, 
/ 

S
ix

 
fo

r 
 

 
 

 

fa
th

e
r, h

o
t a

n
d

 tire
d

, / K
n

o
ckin

g
 a

t th
e

 d
o

o
r . 

 お
か

あ
さ

ん
が

 
さ

く
ら

ん
ぼ

の
き

を
 
ゆ

す
る
／

ス
ー
ザ

ン
が

 
さ

く
ら

ん
ぼ

を
 

う
け

る
／

あ
あ

 
な

ん
て

 
お

も

し
ろ

い
の

だ
ろ
／

た
の

し
く

 
や
ろ

う
／

お
に

い
さ

ん
に
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ひ
と

つ
 

お
ね

え
さ

ん
に

 
ひ

と
つ
／

お
か

あ
さ

ん
に

は
 

も
う

 
ふ

た
つ
／
／

お
と

う
さ

ん
に

は
 
む

っ
つ

 
あ

つ
く

て
 

つ
か

れ
て
／

お
か

え
り

だ
か

ら
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
両

者
を
見

る
と

、
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
作

品
は

童
謡

で
あ

り
、

廣
子

の
方

は
、
子

ど
も

の
た

め
の

作
品

で
は

な
い

と
い

う
違

い
が

あ
る

。

他
方

、
ど
ち

ら
も

子
ど

も
が

家
族

の
た

め
に

と
そ

れ
ぞ

れ
「

さ
く

ら
ん
ぼ

」
あ

る
い

は
「

あ
か

き
貝

」
を
拾

う
と

い
う
情

景
に

、
そ

し
て

「
さ

く
ら

ん
ぼ

」
と

「
あ

か
き

貝
」

が
ど
ち

ら
も

小
さ

く
て

赤
い

も
の

だ
と

い
う
点

に
共

通
性

が
み

ら
れ

る
。

な
お

、
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
こ

の
詩

は
、
先

に
挙
げ

た
泣
菫

の
「

子
守
唄

」
の

一
篇

に

も
影

響
を

与
え

た
と

み
ら

れ
て

い
る

。
 

 

 
 

う
ち

の
お
庭

の
桃

の
木

に
／
乳
母

の
や

う
な
夏

の
日

が
／
日

が
な

一
日
来

て
い

た
が
／

や
ん

が
て
桃

が
熟

れ
て

そ
ろ
／

一

つ
は
母

の
ふ

と
こ
ろ

に
／

一
つ

は
兄

の
手

の
ひ

ら
に
／
残

る

一
つ

は
誰

に
や
ろ
／

さ
う

い
ふ

私
の
口

に
や
ろ

1
2 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の

作
品

に
つ

い
て

、
畑

中
は

「
主

題
や

題
材

の
面

で
は

、
両

者
の

間
に

共
通
点

は
見

い
だ
せ

な
い

。
た

だ
し

、
下
線

部
〔
引
用

者
注

・
こ

こ
で

は
傍
線

部
〕

の
表

現
ス

タ
イ

ル
に

つ
い

て
は

か
な

り
近

い
関

係
を

み
い

だ
す

こ
と

が
で

き
る

。
1

3」
と

述
べ

る
。

廣

子
の

「
あ

か
き

貝
」

も
、

こ
の

よ
う

な
「

表
現

ス
タ

イ
ル

」
と

い

う
点

で
ロ

セ
ッ

テ
ィ

と
の

共
通

性
を

み
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
 

 
他

方
、
廣

子
と

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

作
品

に
は
違

い
も

あ
る

。
ま
ず

、
 

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

方
で

は
、
さ

く
ら

ん
ぼ

を
兄

と
姉

に
ひ

と
つ
ず

つ
、

母
に

は
さ

ら
に

二
つ

、
そ

し
て
父

に
は

多
く
六

つ
を

、
と

い
う

よ

う
に

親
と

く
に
父

親
を

敬
う
姿
勢

を
表

し
て

い
る

の
に
対

し
、

廣

子
の

詩
で

は
、
母

、
兄

、
姉

に
ひ

と
つ
ず

つ
で

あ
り

、
父

は
登
場

し
な

い
。

そ
れ

は
、
泣
菫

の
作

品
で

も
同
様

で
あ

る
。

 

な
お

、
原

詩
の
最
後

の
二
行

を
安
藤

訳
で

は
父

が
「
暑

く
て
疲

れ
て

お
か

え
り

だ
か

ら
」

と
、
父

に
多

く
あ
げ

る
理
由

と
し

て
と

ら
え

ら
れ

て
い

る
が

、
大
正

一
三

年
に

発
表

さ
れ

た
西
条

八
十

の

訳
で

は
、

 
 

 

母
さ

ん
が
桜

の
樹

を
揺 ゆ

す

り
／

ス
ウ
ザ

ン
が

そ
の
実

を
受

け
と

め
る
／

そ
の

時
や

ど
ん

な
に

を
か

し
か
ろ
／

そ
の

時
や

ど
ん

な
に
楽

し
か
ろ

。
／
／

一
つ

は
兄

さ
ん

、
一

つ
は
姉

さ
ん

、

／
あ

と
の

二
つ

は
お
母

さ
ん

、
／

お
父

さ
ん

に
は
六

つ
と

き

め
て
／
汗

も
拭

か
ず

に
扉
と

を
た

た
く

1
4 

 
と

な
っ

て
お

り
、

八
十

の
解

説
で

も
こ

の
場
面

は
、

子
ど

も
が
拾

っ
た
実

を
握

っ
て

「
汗

も
拭

か
ず
大
急
ぎ

で
父

親
の

書
斎

の
扉

を

た
た

く
1

5」
。

と
記

さ
れ

て
お

り
、

解
釈

が
異

な
る

。
こ

の
点

は
、
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原
詩

か
ら
父

を
敬

う
気

持
ち

を
ど

の
程
度
読

み
取

る
か

に
よ

っ
て

違
い

が
生

じ
て

い
る

と
い

え
よ

う
。

い
ず

れ
に

し
て

も
、

廣
子

や

泣
菫

の
作

品
に

は
、
父

に
も

っ
と

も
多

く
与

え
る

と
い

う
家
父
長

的
家
族

観
は

み
ら

れ
な

い
1

6。
 

 
で

は
、

廣
子

の
作

品
の

主
題

は
何

か
。
冒
頭

に
題
辞

の
よ

う
に

お
か

れ
た

「
人

の
子
等

は
 

か
く

の
ご

と
く
／

私
な

き
 

も
の

な

り
し

を
」

と
い

う
、

子
ど

も
に
備
わ

る
私
欲

な
き

心
の
賛
美

で
あ

る
。

こ
れ

に
つ

い
て

は
、

廣
子

と
同

時
代

詩
人

の
作

品
に

も
み

ら

れ
る

、
英

国
ロ

マ
ン

主
義

の
詩

か
ら

影
響

を
受

け
た

子
ど

も
観

と

の
関

係
を

検
討

す
る
必

要
が

あ
ろ

う
。

 

 
 

 
（

四
）

「
子

ど
も
賛
美

」
を

主
題

と
す

る
同

時
代

作
品

 

 
 明

治
期

の
文

学
作

品
に

お
け

る
ロ

マ
ン

主
義

的
子

ど
も

観
に

つ

い
て

、
河
原

和
江

は
以
下

の
よ

う
に
概

観
す

る
。

 
  

 
日

本
の

近
代

文
学

に
お

い
て
最
初

に
、

ロ
マ

ン
主

義
的

観
点

か
ら
〈

子
ど

も
〉

を
通

し
て
大

人
の
重

要
な
問

題
を
描

い
た

の
は

、
国

木
田
独
歩

で
あ
ろ

う
。
処

女
小

説
『
源 げ

ん

叔
父

お
じ

』
（

明

治
三

十
三

年
）
以
来

、
彼

の
代

表
作

の
い

く
つ

か
に

は
子

ど

も
が
重

要
な
モ

チ
ー
フ

と
し

て
登
場

す
る

。
独
歩

は
イ
ギ

リ

ス
の

ロ
マ

ン
主

義
詩

人
ワ

ー
ズ
ワ

ー
ス

の
影

響
を
強

く
受

け
、

と
く

に
『
源
叔
父

』
や

『
春

の
鳥

』
（

明
治

三
十

七
年

）

で
は

、
ワ

ー
ズ
ワ

ー
ス

の
詩

か
ら

主
題

や
人

物
像

な
ど

、
多

く
の
素

材
を

得
て

い
る

1
7。

 
  

こ
の

よ
う

に
述

べ
ら

れ
る

国
木
田
独
歩

の
作

品
の

う
ち

、
子

ど

も
を
詠

ん
だ

詩
に

は
、
明

治
三

十
年

の
次

の
よ

う
な

作
品

が
あ

る
。

 

 

門
邊

の
兒
供

1
8 

  
 
街

の
塵

に
ま

み
れ

つ
ゝ
／
浮
世

の
風

に
吹

か
れ

つ
ゝ
／
門
邊

に
遊
ぶ

子
供
等

の
／

よ
ろ

こ
ぶ
様

を
見

る
毎

に
／
／

あ
は

れ

子
供

よ
な

れ
も
亦
／
住

み
て
悲

し
き

あ
さ
ま

し
き
／
此
世

に

生
れ

を
ひ

た
ち

て
／
／
げ

に
哀

れ
ぞ

と
思
ひ

や
り
／

 
 

 

空
ゆ

く
雲

を
な

が
め

て
は
／
雲

の
ゆ

く
へ

の
き

は
み

な
き
／

 

深
き
思

に
沈
む

な
り

 
 

 
 

 
 

  
こ

の
作

品
は

、
子

ど
も

に
備
わ

る
美
質

を
賛
美

す
る

も
の

で
は

な
い

が
、
悲

し
く

あ
さ
ま

し
い

こ
と

も
多

い
こ

の
世

に
生
ま

れ
た

子
ど

も
を
哀

し
み

つ
つ

、
「
門
邊

に
遊
ぶ

子
供
等

の
／

よ
ろ

こ
ぶ

様
」

と
あ

る
よ

う
に

、
子

ど
も

を
ま

だ
こ

の
世

の
悲

し
さ

を
知

ら

ず
、

「
街

の
塵

」
に

は
ま

み
れ

つ
つ

も
、

深
い

あ
さ
ま

し
さ

に
は
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ま
み

れ
て

い
な

い
存

在
と

し
て
見

て
い

る
。

つ
ま

り
、
未
熟

な
子

ど
も

が
成
長

し
て
大

人
に

な
る

と
い

う
見

方
で

は
な

く
、

子
ど

も

の
方

が
汚

れ
な

く
尊

い
存

在
で

あ
う

と
い

う
と

ら
え

方
に

通
じ

る
。
ま

た
、
独
歩

は
キ

リ
ス

ト
教

に
強

く
惹

か
れ

て
い

た
こ

と
か

ら
も

、
現
世

よ
り

も
天
上

の
世
界

に
価
値

を
置

き
、

こ
の
世

に
生

ま
れ

て
き

て
し
ま

っ
た

子
ど

も
を
哀

れ
む
気

持
ち

が
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

 
独
歩

の
他

に
も

、
キ

リ
ス

ト
教

者
と

し
て
伝
道

に
力

を
注

い
だ

詩
人

、
宮
崎
湖
処

子
に

も
子

ど
も

を
賛
美

す
る
次

の
作

品
が

あ
る

。
 

 

お
も
ひ

子
1

9 
 

い
つ

れ
の
星

か
わ

か
庭

に
／
落

て
わ

子
と

は
な

り
に

け
む

、

／
汝

が
愛

ら
し

き
面

に
は
／
天

つ
ひ

か
り

の
輝

け
り

。
 

 
（
第

二
、

三
、

四
連
省
略

）
 

天
つ

国
に

て
大

い
な

る
／
汝
ゆ
ゑ

に
あ

る
か

な
き
身

に
も

、
 

／
め
ぐ

み
の
露

の
か
ゝ

る
か

と
／
思
へ
ば

い
と

こ
そ
嬉

し
け

れ
 

 
 

こ
の

作
品

で
は

、
子

ど
も

を
天

か
ら
落
ち

て
き

た
星

に
喩

え
、

そ
の
顔

が
「
天

つ
ひ

か
り

」
に
輝

い
て

い
る

と
あ

る
こ

と
か

ら
、

子
ど

も
を
天
上
世
界

か
ら

の
恵

み
で

あ
り

、
神

に
近

い
存

在
で

あ

る
と

と
ら

え
て

い
る

と
い

え
よ

う
。
最
終
連

で
は

よ
り

明
確

に
「
天

つ
国

に
て
大

い
な

る
／
汝
ゆ
ゑ

」
や

、
「

め
く

み
の
露

の
か
ゝ

る
」

と
い

う
表

現
の

あ
る

こ
と

か
ら

も
わ

か
る

。
 

ま
た

、
土
井
晩
翠

に
も

子
ど

も
を
賛
美

す
る

作
品

が
あ

る
。

 

  
小
兒

2
0 

 
 

く
し

く
妙

な
る

あ
め

つ
ち

の
／
何

に
譬
へ
む

を
さ

な
ご

よ
／

淸
き

、
い

み
じ

き
美

は
し

き
／
汝

が
こ
ゝ
ろ

ね
を
面

影
を
／

／
薰

ほ
る

さ
ゆ

り
の

花
片

に
／

お
く

あ
け
ぼ

の
ゝ
白
露

か
／

緑
色

こ
き
大
空

に
／
照

る
く

れ
な

ゐ
の
夕
づ
ゝ

か
／
／
霞

の

裾
に
波
絶

て
／
靜

け
き
春

の
あ

さ
な
ぎ

か
／
雲
雀

の
床

と
萠

え
い

で
ゝ
／
野
邊

を
い
ろ

ど
る
若
草

か
／
／
我
世

の
秋

の
寄

す
る

と
き
／
紅

に
ほ
ふ

か
ん
ば
せ

に
／
愛

の
光

を
か
ゞ

や
か

す
／

な
れ

は
の

ど
け

き
春

の
日

か
。

 

（
以
下

、
第

五
、
六

、
七
連
略

）
 

 
こ

の
作

品
で

も
、

子
ど

も
の
美
質

を
自
然
界

に
存

在
す

る
さ
ま

ざ
ま

な
美

し
い

事
象

、
先

の
湖
処

子
の

作
品

の
よ

う
に

、
天
上

か

ら
の
恵

み
だ

と
感

じ
ら

れ
る

よ
う

な
美

し
い

自
然

の
様
相

に
喩

え

て
い

る
。

こ
の

詩
に

つ
い

て
、

本
間
久
雄

は
ロ

マ
ン

主
義

的
子

ど

も
観

と
の

関
係

を
次

の
よ

う
に

述
べ

て
い

る
。
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「
小
兒

」
を
純
眞
無
垢

な
も

の
と

し
て

、
そ

こ
に
崇

敬
の
念

を
寄
せ

る
こ

と
は

聖
書

の
昔

か
ら

あ
り

、
又

、
西
洋

近
代

の
詩

文
人

だ
け

で
も

、
小
兒

を
以

て
「
偉
大

な
預
言

者
」

と
云
ひ

、

「
大

人
の
父

」
と
云

つ
て

ゐ
る
ワ

ア
ヅ
ワ

ア
ス

や
「

子
供

は

楽
園

パ
ラ

ダ
イ

ス

へ
の
鍵 か

ぎ

で
あ

る
」

と
云

つ
た

ス
ト

ッ
ダ

ア
ド

（
R

. 
H

. 

S
to

d
d

a
rd

 一
八

二
五

�
一

九
〇

三
）
を
始

め
人
口

に
膾
炙

し
た

も
の

が
相
当

に
あ

る
。
晩
翠

の
こ

の
『

小
兒

』
亦

こ
れ

ら
に
伍

し
得

べ
き

も
の

で
あ

る
2

1。
 

 
 こ

こ
で

本
間
久
雄

が
挙
げ

て
い

る
ウ

ィ
リ

ア
ム

・
ワ

ー
ズ
ワ

ー

ス
の

作
品

は
、
次

の
も

の
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 

幼
少

時
の
回

想
か

ら
受

け
る
霊
魂
不
滅

の
啓

示
2

2 

 
 

 子
ど

も
こ

そ
お

と
な

の
父

、
 

 
 
願
わ

く
は

一
日

一
日

が
、

生
来

の
 

 
 

自
然
へ

の
敬

虔
な

心
で

結
ば

れ
る

よ
う

に
。

 

  
 
Ⅰ

 

か
つ

て
は
牧
場

も
森

も
小
川

も
／
大
地

も
、

目
に
映

る
あ

り

と
あ

ら
ゆ

る
光

景
が
／
わ

た
く

し
に

と
っ

て
／

 
 

 
 

 天
上

の
光

に
包
ま

れ
て
見

え
た

。
／
夢

の
中

の
栄
光

と
瑞
々

し
さ

に
包
ま

れ
て
見

え
た

。
／

だ
が
今

は
か

つ
て

と
は
異

な

る
。
／

ど
ち

ら
を
向

い
て

も
／
夜

で
あ

れ
昼

で
あ

れ
／

も
は

や
今

、
か

つ
て
見

え
た

も
の

を
見

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

（
第

二
～
第

七
連
省
略

）
 

 
 

 
Ⅷ

 

幼
子

よ
、

そ
の

う
わ

べ
の
姿

か
ら

は
証

し
得
ぬ
／
魂

の
底

深

さ
。
／
最
高

の
哲

人
た

る
幼

子
よ

、
い
ま

だ
な
失
わ
ぬ
／
神

か
ら

の
遺
産

、
盲

人
に
ま

じ
っ

て
た

だ
独

り
眼

を
開

き
、
／

耳
を
閉
ざ

し
、
口

を
閉
ざ

す
が
故

に
読

み
取

る
永
遠

の
深

み
、
 

 
 

／
永
遠

な
る

心
に
永
久

に
と

り
憑

か
れ

た
れ
ば

こ
そ

�
／
偉

 
 

 

大
な

る
予
言

者
、
祝
福

さ
れ

た
る
予
見

者
た

る
幼

子
よ

、
／

ま
さ

に
真
理

を
宿

す
幼

子
、
／

そ
の
真
理

を
求

め
て

人
は

一

生
を
費

や
す

、
／
暗
闇

に
行

き
暮

れ
、
墓
穴

に
も

比
す

べ
き

暗
闇

に
。
／
幼

子
よ

、
幼

子
の
上

に
不
滅

の
魂

が
／
太
陽

の

よ
う

に
垂

れ
込

め
る

さ
ま

は
、
ま

る
で
奴
隷

に
対

す
る
支
配

者
、
／
避

け
る

こ
と

の
で

き
な

い
存

在
。

 

（
第

九
、

十
、

十
一
連
省
略

 
傍
線
引
用

者
）

 
 

 
 

 

 

な
お

、
国

木
田
独
歩

も
こ

の
ワ

ー
ズ
ワ

ー
ス

の
詩

を
強

く
心

に

と
め

て
い

た
こ

と
が

、
以
下

の
記

述
か

ら
分

か
る

。
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午
前
ウ
ォ

ー
ズ
ウ
ォ

ー
ス

の
一
不
死

の
オ

ー
ド
〔
引
用

者

注
・
前

掲
の

訳
詩

の
原

題
に

は
O

d
e
を
含
む
〕

を
讀
む

。
再

讀
三
讀
愈
々
其

の
妙
諦

を
感

得
す

。
彼

は
小
児

の
イ

ン
ノ

ー

セ
ン

ト
を

、
及
び
其

自
由

に
し

て
自
然

な
る
喜
び

を
信

じ
ぬ

。

こ
の

「
信

」
を

通
じ

て
靈

の
不
死

を
見

た
り

2
3。

 

 
 

 

 
明

治
期

の
文

学
者

に
影

響
を

与
え

た
ロ

マ
ン

主
義
歴

子
ど

も
観

の
な

か
で

も
特

に
、
ワ

ー
ズ
ワ

ー
ス

の
こ

の
詩

は
そ

の
代

表
的

な

も
の

で
あ

っ
た

と
い

え
る

。
こ

の
よ

う
に

明
治

期
の

文
学

者
に
ワ

ー
ズ
ワ

ー
ス

に
代

表
さ

れ
る

ロ
マ

ン
主

義
的

子
ど

も
感

が
浸
透

し

て
い

た
こ

と
を
踏
ま

え
る

と
、

廣
子

も
そ

の
よ

う
な
思

想
や

作
品

か
ら

影
響

を
受

け
た

可
能

性
は

十
分

に
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、「

あ

か
き

貝
」

に
は

題
詞

の
よ

う
な

一
節

が
あ

り
、
ワ

ー
ズ
ワ

ー
ス

の

詩
と

の
関
連

も
う

か
が

え
る

。
 

 
さ

ら
に

、
廣

子
の

同
時

期
の

散
文

や
翻

訳
作

品
を

み
る

と
、

こ

の
よ

う
な

ロ
マ

ン
主

義
的

子
ど

も
観

に
近

い
思

想
が

表
現

さ
れ

て

い
る

も
の

が
あ

る
。

 

  （
五

）
新

体
詩

と
同

時
期

に
書

か
れ

た
廣

子
の

翻
訳

・
随

想
 

 

 

廣
子

の
翻

訳
作

品
と

し
て

活
字
化

さ
れ

た
も

の
と

し
て

は
第

一

作
目

に
な

る
「

自
然

の
美

」
（
原

作
は

、
ホ

ア
キ

ン
・

ミ
ラ

ー
 

Jo
a

q
u

in
 M

ille
r. "W

h
a

t is P
o

e
try"一

八
八

五
年

）
で

は
、
自
然

の

美
し

さ
こ

そ
が

「
詩

」
で

あ
り

、
そ

れ
を
甘

受
で

き
る

人
間

こ
そ

が
、

た
と

え
文

学
と

し
て

の
詩

を
読

ん
だ

り
み
ず

か
ら

詩
作

を
し

た
り

し
な

く
て

も
真

の
「

詩
人

」
で

あ
る

、
と

い
う

こ
と

が
述

べ

ら
れ

て
い

る
。
そ

し
て

、
そ

う
し

た
性
質

は
人

間
が

私
欲
・
知
識

・

富
を

も
つ

こ
と

で
失
わ

れ
る

の
だ

と
い

う
見

方
が

よ
み

と
れ

る
。

こ
の

随
想

で
は

「
子

ど
も
讃
美

」
が

主
題

で
は

な
い

が
、

子
ど

も

に
触

れ
た
個

所
と

し
て
次

の
よ

う
な

部
分

が
あ

る
。

 

 

吾
等

学
校

に
ゆ

き
て

は
、
仏

語
を

学
び

、
文

学
美
術

を
学
び

、

其
他

さ
ま
ざ
ま

の
道

を
学
ぶ

。
さ

れ
ど

自
然

の
書

よ
り

は
、
一

物
を

も
学
ぶ

こ
と

な
し

。
世

の
父
兄

は
、
其

子
弟

が
ま
づ
第

一

に
か

の
タ

イ
ル

の
都

を
た

て
ざ

ら
ん

事
を
恐

る
ゝ

に
や

。
御
空

に
う

る
は

し
き
星

を
詠

め
よ

と
教
へ

ら
れ

な
ば

、
泥
土

の
中

に

黄
金

を
求
む

る
事

は
忘

れ
や

す
る

と
あ

や
ぶ
む

に
や

あ
ら

ん
。

�
中
略

�
去

年
の

事
な

り
き

。
森

に
逍
遥

し
つ
ゝ

書
を
読
む
大

学
生

を
見

し
事

あ
り

き
。

こ
は

自
然

を
侮
辱
せ

し
な

ら
ず

や
。

か
の
苔
む

し
た

る
老

木
の
梢

ど
も

の
、
声

な
く
言

な
く

し
て

し

か
も
何

事
か

を
語

る
が
如

く
、
長

く
強
げ

な
る
手

を
さ

し
の

べ

た
る

も
、
其

め
に

は
見

え
ず

や
あ

り
け

ん
。
彼

に
し

て
一
点
美

を
め
づ

る
心

あ
ら
ば

、
い

か
で

か
ゝ

る
あ

た
り

に
立
ち

て
書

を
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よ
む

事
を

得
ん

。
あ

は
れ
く

か
く

し
つ
ゝ
其

か
し

ら
は
充

た

さ
る
ゝ

事
を

得
べ

し
。
さ

れ
ど
其

心
は
何

時
迄

も
空

し
く

て
あ

ら
ん

。
〔
傍
線
引
用

者
〕

2
4 

 

傍
線

部
に

書
か

れ
て

い
る

よ
う

に
、

子
ど

も
は

学
校

で
知
識

を

身
に

着
け

語
学

や
文

芸
を

学
ぶ

こ
と

は
あ

っ
て

も
、

自
然

か
ら

学

ぶ
機

会
に
恵
ま

れ
て

い
な

い
。

そ
の

親
も

、
子

ど
も

に
実
利

的
な

方
面

の
力

を
つ

け
さ
せ

よ
う

と
す

る
。

そ
の

結
果

、
た

と
え
大

学

生
に

な
り

知
識

や
学
力

は
身

に
つ

い
て

も
、

自
然

を
愛

で
そ

の
美

を
感

じ
る

心
は
育

っ
て

い
な

い
、

と
い

う
こ

と
に

な
り

得
る

。
こ

の
随

筆
で

は
そ

の
よ

う
な

人
間

の
あ

り
様

を
憂

い
て

お
り

、
む

し

ろ
知
識

や
富

、
私
欲

を
持

た
な

い
人

間
の

な
か

に
こ

そ
、

自
然

の

美
を
甘

受
で

き
る

、
ほ

ん
と

う
の

詩
人

が
存

在
す

る
と

述
べ

る
。

 

 
ま

た
、
こ

の
翻

訳
と

同
時

期
に

発
表

さ
れ

た
廣

子
の

随
想

に
は

、

自
然

の
美

を
め

で
る

子
ど

も
の
様

子
を
描

い
て

い
る
箇

所
が

あ

る
。

 

  
 
停
車
場
前

の
大

木
の

花
は
半
ば
ち

り
て

、
中

よ
り
赤

き
葉

の

い
で

た
る

、
秋

の
紅
葉

を
も

一
つ

に
見

る
が
如

し
。
其
陰

に

う
な

ゐ
三

人
四

人
、

み
か

ん
箱
ば

か
り

の
車

に
、

い
ろ
黒

き

幼
子
載
せ

て
、

あ
な

た
こ

な
た
押

し
ま

は
し
居

た
り

。
花

の

吹
雪

の
か
ゝ

る
毎

に
、

子
は
嬉

し
げ

に
打
笑
ふ

も
、
美

を
喜

ぶ
心

は
、

か
く
幼

く
て

も
猶

あ
る

も
の

に
や

2
5。

 

  
美

を
め

で
る

心
を

子
ど

も
は

す
で

に
持

っ
て

い
る

こ
と

に
対

す

る
感
嘆

が
み

ら
れ

、
こ

れ
は

「
自
然

の
美

」
を

翻
訳

し
た

廣
子

で

あ
れ
ば

こ
そ

、
印
象
強

く
受

け
止

め
た

の
で

あ
ろ

う
。

そ
れ

は
ま

た
、
先

に
引
用

し
た
ワ

ー
ズ
ワ

ー
ス

の
詩

の
一
節

、
「

か
つ

て
は

牧
場

も
森

も
小
川

も
／
大
地

も
、

目
に
映

る
あ

り
と

あ
ら
ゆ

る
光

景
が
／
わ

た
く

し
に

と
っ

て
／
天
上

の
光

に
包
ま

れ
て
見

え
た

。
」

 

に
あ

る
、

子
ど

も
こ

そ
自
然

の
美

を
真

に
見

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う
思

想
に

通
じ

る
感
慨

で
あ
ろ

う
。

 

 （
六

）
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
作

品
と

の
比

較
 

  
こ

こ
で
ふ

た
た
び

、
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
作

品
と

比
較

し
て

み
た

い
。

 

先
に

も
述

べ
た

通
り

、
廣

子
の

作
品

は
子

ど
も

の
た

め
に

書
か

れ

た
も

の
で

は
な

く
、

子
ど

も
の
言
動

に
現
わ

れ
た

そ
の

心
を
賛
美

す
る

作
品

詩
で

あ
る

。
 

他
方

、
廣

子
と

同
時

代
の

詩
人

に
よ

る
「

子
ど

も
讃
美

」
の

詩

が
、

一
貫

し
て

子
ど

も
の
美
質

を
称

え
る

文
句

を
連

ね
て

い
る

の

に
対

し
、

廣
子

の
詩

「
あ

か
き

貝
」

は
、

題
辞

的
な
冒
頭

部
に

お

い
て

は
、

子
ど

も
が

私
欲

な
き

心
を

も
っ

て
い

る
こ

と
を
称

え
て

い
る

が
、
後

は
子

ど
も

の
言
葉

や
行

い
を
細

か
に
描
写

し
て

い
る

。
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こ
の
点

は
、

さ
く

ら
ん
ぼ

を
採

る
子

ど
も

た
ち

の
様

子
を
描
写

し

て
い

る
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
童

謡
と

共
通

し
て

い
る

。
廣

子
は

新
体

詩

を
書

く
に

あ
た

り
、

こ
う

し
た

表
現

の
仕

方
か

ら
影

響
を

受
け

た

の
で

は
な

い
だ
ろ

う
か

。
そ

し
て

、
同

時
代

詩
人

が
美

し
く

う
た

っ
た

「
子

ど
も

」
と

い
う

題
材

を
取

り
上
げ

つ
つ

も
、

詩
的

な
喩

え
を
用

い
て

子
ど

も
の
様
相

を
表

現
す

る
の

で
は

な
く

、
子

ど
も

の
言
動

そ
の

も
の

を
細

や
か

に
表

す
と

い
う
独

自
の

詩
を

試
み

た

と
い

え
る

の
で

は
な

い
だ
ろ

う
か

。
 

 

お
わ

り
に

 

  
片

山
廣

子
の

新
体

詩
と

、
ク

リ
ス

テ
ィ

ー
ナ

・
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の

童
謡

と
の

関
係

を
、

同
時

代
詩

人
の

作
品

に
お

け
る

ロ
セ

ッ
テ

ィ

受
容

、
お

よ
び

ロ
マ

ン
主

義
的

子
ど

も
観

も
含

め
て

検
討

し
た

。

廣
子

は
こ

の
後

、
大
正

お
よ
び

昭
和

期
に

童
話

や
児

童
向

け
の

翻

訳
作

品
を

発
表

す
る

が
、

す
で

に
初

期
の

創
作

に
お

い
て

「
子

ど

も
」

に
着

目
し

作
品

に
表

現
し

て
い

た
こ

と
は

注
目

に
値

す
る

。
 

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』

の
近

代
日

本
に

お
け

る
受

容
に

関
し

て
は

、
そ

の
影

響
を

受
け

て
創

作
さ

れ
た
薄

田
泣
菫

の
子
守
唄

が
近

代
日

本
の

童
謡

の
先
駆

け
と

し
て
重
視

さ

れ
て

き
た

。
だ

が
、

『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』

が
泣
菫

よ
り

も
早

く
廣

子
に
読
ま

れ
、

そ
の

新
体

詩
創

作
と

い
う

新
し

い
試

み

に
詩

想
を

与
え

た
可

能
性

を
考

え
る

と
、

近
代
日

本
の

詩
史

に
お

け
る

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

影
響

は
よ

り
広

く
及

ん
で

い
る

こ
と

が
考

え

ら
れ

、
そ

の
受

容
状
況

は
あ

ら
た

め
て

注
目

す
べ

き
課

題
で

あ
る

。
 

                                        

        

 
1 
片

山
廣

子
「
身

に
つ

い
た

も
の

」
『

新
編

 
燈
火
節

』
月
曜

社
、

平
成

一
九

年
（
底

本
は

『
燈
火
節

』
昭

和
二

八
年

、
暮

ら
し

の

手
帖

社
）

一
一

三
頁

。
 

2 
勝
原
晴
希

・
佐

佐
木
幸

綱
・

松
岡
秀

明
・

山
本
陽

子
「
特

集
座
談

会
『

新
体

詩
と

は
何

か
』

」
、

『
佐

佐
木

信
綱

研
究

』
第

三
号

、

平
成

二
六

年
、

十
一
頁

。
 

3 
秋
谷
美
保

子
『

片
山

廣
子
全

歌
集

』
短

歌
研

究
社
、
平
成

二
四

年
、

三
四

八
頁

。
 

4 
滝
沢
典

子
「
薄
田
泣
菫

と
子
守
唄

」
『

近
代

の
童

謡
作

家
研

究
』
 

 
 

 
翰
林

書
房

、
平
成

一
二

年
。

 
高
橋
美
帆

「
ク

リ
ス

テ
ィ

ー
ナ

・
ロ

セ
ッ

テ
ィ

と
大
正

期
の

童

謡
運
動

」
『
奈
良
工
業
高
等
専
門

学
校

研
究
紀

要
』
第

四
十
号

、
 

平
成

十
六

年
。

 
5 

M
a

n
u

s
crip

t o
f S

in
g

 S
o

n
g

, a
 c

o
lle

ctio
n

 o
f n

u
rs

e
ry

 rh
ym

e
s b

y 
C

h
ristin

a
 R

o
s

se
tti. B

ritis
h

 L
ib

ra
ry

.
 

h
ttp

s
://w

w
w

.b
l.u

k/c
o

lle
c
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n

-ite
m

s/m
a

n
u

s
c

rip
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n
g

-s
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n
g
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o
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ctio
n

-o
f-n

u
rse

ry-rh
ym

e
s-b

y-c
h

ris
tin

a
-ro

s
se

tti 
（
最
終
閲
覧
日
平
成

三
十

一
年

二
月

二
十
日

）
 

6 
M

a
ria

 K
e

a
to

n
,"M

istic,M
a

d
w

o
m

a
n

 o
r M

e
ta

p
h

ysicia
n

?
:T

h
e

 
A

n
a

lo
g

ic
a

l T
h

e
o

d
icy

 o
f C

h
ris

itin
a

 R
o

ss
e

tti. " 
O

u
ts

id
e

rs
 

lo
o

k
in

g
 in

 : th
e

 R
o

s
s

e
ttis

 th
e

n
 a

n
d

 n
o

w
.

 E
d

.b
y D

.C
liffo

rd
 e

t 
a

l. 2
0

0
4

. に
詳

し
い

。
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7 
前

掲
資
料
６

 
8 
薄
田
泣
菫

「
詩

集
の
後

に
」

『
泣
菫

詩
集

』
大
阪
毎
日

新
聞

社
、

大
正

十
四

年
、

一
九
頁

。
 

9 
畑

中
圭

一
「
薄
田
泣
菫

の
童

謡
に

つ
い

て
�

C
h

.ロ
セ

ッ
テ

ィ
：

S
in

g
-S

o
n

gと
の

関
わ

り
を

中
心

に
�

」
『
児

童
文

学
論
叢

』
第

一
号

、
平
成

七
年

十
一
月

。
 

1
0 
安
藤
幸
江

訳
『

ク
リ

ス
テ

ィ
ー

ナ
・
ロ

セ
ッ

テ
ィ

 
S

IN
G

-S
O

N
G

 
A

 N
U

R
S

E
R

Y
-R

H
Y

M
S

 訳
詩

集
 

シ
ン

グ
・

ソ
ン

グ
童

謡
集

』
 

 
 
文

芸
社

、
平
成

一
四

年
。
以
下

、
安
藤

の
訳

詩
は

こ
れ

に
拠

る
。

 
1

1 
関
栄

一
「
補

注
『
若
菜

集
』
」
『
日

本
近

代
文

学
大
系

十
五

 
藤

村
詩

集
』

五
八

七
�

八
八
頁

。
 

1
2 
薄
田
泣
菫

「
子
供

の
唄

（
２

）
」

『
大
阪
毎
日

新
聞

』
大
正

四

年
六
月

二
十
日

。
 

1
3 
前

掲
書
９

、
十

七
頁

。
 

1
4 
『

童
話

』
大
正

一
三

年
五
月

。
引
用

は
『
西
條

八
十
全

集
 
第

五
巻

』
図

書
刊
行

会
（
平
成

七
年

）
に
拠

る
。

 
1

5 
西
條

八
十

「
夏

を
う

た
つ

た
童

謡
」

『
西
條

八
十
全

集
 
第

一

三
巻

』
図

書
刊
行

会
、
平
成

一
一

年
、

二
七

〇
頁

 
1

6 
な

お
、

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

こ
の

詩
に

関
し

て
も

、
そ

の
場

に
父

親

は
不

在
で

あ
り

、
戸

を
叩

か
な

け
れ
ば

そ
こ

に
入

れ
な

い
、

つ

ま
り
母

親
と
娘

、
女

性
の
使
用

人
が
楽

し
く
過
ご

す
場

の
扉

に

は
鍵

が
か

か
っ

て
い

る
こ

と
に

着
目

し
、

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の
父

親

観
に
言
及

し
た
以
下

の
論

考
も

あ
る

。
 

 
S

ic
kb

e
rt,V

. "C
h

ristin
a

 R
o

s
se

tti a
n

d
 V

icto
ria

n
 C

h
ild
re

n
's

 
P

o
e

try
 : A

 M
a

te
rn

a
l C

h
a

lle
n

g
e

 to
 th

e
 P

a
tria

ch
a

l F
a

m
ily" 

                                        
 

V
ic

to
ria

n
 P

o
e

try
.V

o
l.3

1
,N

o
.4

. 3
8

5
-4

1
0

. 
 

1
7 
河
原

和
江

『
子

ど
も

観
の

近
代

�
『
赤

い
鳥

』
と

「
童

心
」

の

理
想

』
中
央
公
論

社
、
平
成

十
年

、
六

二
頁

。
 

1
8 
「
獨
歩
吟

」
宮
崎
湖
処

子
編

『
抒
情

詩
』
民
友

社
、

明
治

三
十

年
、

十
七
頁

。
 

1
9 
『
湖
処

子
詩

集
』
右

文
社

、
明

治
二
六

年
、

三
六

�
三

八
頁

。
 

2
0 
『
帝

国
文

学
』

明
治

三
十

年
十

一
月
号

、
五

七
�

五
八
頁

。
後

に
『
天
地
有
情

』
（

明
治

三
二

年
）

に
収
載

。
 

2
1 
本

間
久
雄

『
続

明
治

文
学
史

 
上
巻

』
昭

和
十

八
年

、
一

〇
六

頁
。

 
2

2 
『
対

訳
 
ワ

ー
ズ
ワ

ス
詩

集
�

イ
ギ

リ
ス

詩
人
選

（
３

）
』

 

山
内
久

明
訳

、
岩
波

書
店

、
平
成

十
年

、
一

〇
五

�
一

二
七
頁

。
 

原
詩

O
d

e
 : In

tim
a

tio
n

s o
f Im

m
o

rta
lity

 fro
m

 R
e

co
lle

ctio
n

 
 

o
f E

a
rly C

h
ild

h
o

o
dは

P
o

e
m

s（
一

八
一

五
年

）
に
収
載

（
初

出
で

あ
る

一
八

〇
七

年
版

で
は

題
詞

な
し

）
。

 
 

2
3 『
欺

か
ざ

る
の
記

 
後

篇
』
（

明
治

二
七

年
七
月

四
日

の
記

述
 

よ
り

）
隆

文
館

、
明

治
四

二
年

、
五
頁

。
 

2
4 
片

山
廣

子
「

自
然

の
美

」
（

ミ
ラ

ー
）

『
心

の
花

』
第

四
巻
第

三
号

、
明

治
三

四
年

三
月

、
二
頁

。
 

2
5 
片

山
廣

子
「
長

き
一
日

（
下

）
」
『

心
の

花
』
第

四
巻
第

三
号

、

明
治

三
四

年
三
月

、
二

四
頁

。
 

 



「
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
成
果
報
告
書

『
日
本
文
学
を
世
界
文
学
と
し
て
読
む
』

平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月
三
十
一
日
発
行

編
集

山
本

真
由
子

発
行

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

〒
五
五
八
―
八
五
八
五

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
―
三
―
一
三
八

電
話
〇
六
―
六
六
〇
五
―
三
一
一
四

印
刷

博
進
印
刷
株
式
会
社

〒
五
五
九
―
〇
〇
〇
二

大
阪
市
住
之
江
区
浜
口
東
二
―
七
―
二
四




